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本書で利用しているInstant Rails 1.7に同梱されているRailsのバージョンは、1.2.3です。
2008年2月現在、Rails1.2系はバージョン1.2.6が最終リリースとなり、今後は、2.0系がメイ
ンとなります。ただし、みなさんがビジネスでRailsを利用するのであれば、安定したとい
う評価が定まるまでは2.0系への移行はお勧めしません。
とは言うものの、せっかく新しいバージョンがあるのですから、試してみたいのは当然
です。
ここでは、本書のサンプルをRails 2.0系で動かすために必要な最低限の情報および、2.0
系へのマイグレーションについて説明します。

Rails 2.0についての概要

Rails 2.0の導入について

リリースの都度変更されるAPIやソースコードの変更を追えるのであれば、2.0系に移行す
るという選択肢もあります。その場合は、以降を読む必要はありません。直接Rails 2.0系最新
バージョンのリリースノートなどを参照して、その時点の最新の情報を得るほうがよいからで
す。

ワ ン ポ イ ント・アド バ イ ス

本書のサンプルは、CD-ROM収録のInstant Rails 1.7の環境を前提としています。この環
境を利用せずに、Rails 2.0をインストールした環境でサンプルを実行すると次のエラーと
なります。

この解説の位置づけ

【注意!】
本書のサンプルはRails 2.0では動作しません

C:¥InstantRails¥rails_apps¥memopad>ruby script¥server
Cannot find gem for Rails ~>1.2.3.0: Rails 1.2.3がシステムに見つからない

Install the missing gem with 'gem install -v=1.2.3 rails', or
change environment.rb to define RAILS_GEM_VERSION with your desired

version.

このため、本書を読み進めるためには、付属のInstan Rails 1.7の環境（Rails 1.2.3が同梱
されています）を利用してください。
一方、以降の解説では、付属のサンプルをRails 2.0で動作させるための情報について記
述しています。しかしこれは、Rails 2.0を使いながら本書を読むことを想定しているもの
ではありません。あくまでも、付属のサンプルをRails 2.0で試してみるための補足的な情
報にすぎません。また、これも、Railsの特定のバージョン（具体的にはRails 2.0.2）でのテ
スト結果についての説明です。たとえば、Rails 2.0.3で同じように処理できるかについては、
まったく不明です。おそらく、完全に同じ方法では無理でしょう。
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付録2●Rails 2.0についての概要

Railsは、オープンソースのフレームワークであり、現在進化中のプロジェクトです。オ
ープンソースということは、そのプログラムを構成しているすべての情報が明らかにされ
ているということです。問題があれば、ソースファイルを読んでください。
とは言え、Railsはきわめて多数のファイルから構成されているため、単に読めと言われ
ても簡単ではないでしょう。そこで代表的なモジュールの位置については、本書のいくつ
かの個所で示しています。それらの情報から類推すれば、あらゆるモジュールの位置が判
明します。つまり、ソースファイルを調べるための情報を、既にみなさんはお持ちです。
基本的には、本書のような解説書はスナップショットについての解説という性格をもち
ます。ただし筆者は、Railsの根底にあるソフトウェア的なアティテュード（姿勢や考え方）
に基づいて解説を行っています。このため、本書の情報のうちRails 2.0でほとんど役に立
たないものは、Paginatorクラス以外にはないと考えています。仮にあるメソッドが削除さ
れて別の名前で追加されたとしても、引数の考え方などは本書で説明したものから大きく
は外れないはずです。
また本書は、ある程度の持続性が見込まれる機能を取り上げたうえで、APIの探し方や
ソースファイルの位置など、自力でRailsのバージョンアップに追随するための情報を盛り
込んでいます。テストプログラムを利用して、コンソールでアプリケーションを部分的に
実行する方法についても解説しています。
これらの情報を組み合わせることで、エラーを特定し、エラーとなったメソッドの移動
を調べることができます。たとえば、本書の情報を元にhttp://api.rubyonrails.orgを参照し
て最新のAPIを参照することができます。同様に本書の情報を元にgem_serverを利用し
てローカルにインストールされたRailsのAPIを参照できます。この2つの参照可能なAPI
を突き合せて移動を調査するのは、本書で上記の方法を学んだ読者であるあなたの作業で
す。

本書をRails 2.0でも活用するには

Rails 2.0から削除され
たPaginatorクラスは、
Rails 1.2では、Scaff
oldを生成すると自動的
に組み込まれることから
わかるように主要モジュ
ールの1つです。このた
め解説を省くことは不可
能でした。

ヒ ン ト
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RubyGemsを利用して、新しいRailsのバージョンをインストールした場合、以前のバー
ジョンはruby¥lib¥ruby¥gemsフォルダの下にそのまま保持されます。このため、アプリ
ケーションの起動時にはconfig¥environment.rb内のRAILS_GEM_VERSIONを参照して、
マッチしたバージョンのRailsが利用されます。
これは逆に言うと、gemsフォルダを整理して古いバージョンのgemを削除すると、以
前のバージョンを前提に作成されたアプリケーションが実行できなくなることを意味しま
す。このような事態を避けるために、プロジェクトフォルダ内に、現在利用しているバー
ジョンのRailsを組み込む方法が、Rakeタスクとして提供されています。
現在利用しているRailsを、アプリケーションのプロジェクトフォルダ内に固定するには、
プロジェクトのルートフォルダで、コンソールから「rake rails:freeze:gems」と実
行します。

付属サンプルをRails 2.0で利用する方法

既存サンプルプログラムが利用するRailsを固定しておく

【注意】
rails:freeze:gemsタスクの実行は、Railsのバージョンアップ前に実行してください。こ
のタスクは現在システムに組み込まれている最新のRailsをプロジェクトへ組み込むため、
バージョンアップ後には正しく処理できません。また、Rails 2.0では、Rails 1.2のタスク
を実行するとエラーとなります。

C:¥InstantRails¥rails_apps¥memopad>rake rails:freeze:gems
(in C:/InstantRails/rails_apps/memopad)
Freezing to the gems for Rails 1.2.3
Unpacked gem: 'activesupport-1.4.2'
Unpacked gem: 'activerecord-1.15.3'
Unpacked gem: 'actionpack-1.13.3'
Unpacked gem: 'actionmailer-1.3.3'
Unpacked gem: 'actionwebservice-1.2.3'
Unpacked gem: 'rails-1.2.3'

Rakeでrails:freeze:gemsタスクを実行すると、プロジェクトのvendor¥railsフォルダの
下に、現在システムに組み込まれているRailsがコピーされます。このフォルダは、Ruby
のライブラリフォルダよりも高いロード優先順を持ちます。このため、RubyGemsを利用
して、より新しいRailsのバージョンをgemsフォルダへインストールしても、該当プロジ
ェクトの実行にはマッチしたRailsが固定的に使われます。

Rails 2.0の導入方法

RubyGemsを更新する
Instant Rails 1.7に組み込まれているRubyGems（0.9.2）では、Rails 2.0のGemを

インストールすることはできません。このため、最初にRubyGemsを更新します。なお、
2007年12月現在最新のRubyGemsは0.9.5です。
RubyGemsを更新するには、コンソールで「gem update --system」と実行します。

1

C:¥InstantRails¥rails_apps>gem update --system
Updating RubyGems...
Attempting remote update of rubygems-update
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付録2●Rails 2.0についての概要

Successfully installed rubygems-update-0.9.5
:省略

...done.
No library stubs found.
RubyGems system software updated

Railsの最新版をインストールする
RubyGemsを利用して、Railsの最新版をインストールします。コンソールで

「gem install rails」とコマンドを実行します。

2

C:¥InstantRails¥rails_apps>gem install rails
Bulk updating Gem source index for: http://gems.rubyonrails.org
Successfully installed activesupport-2.0.2
Successfully installed activerecord-2.0.2

:省略
Installing RDoc documentation for actionmailer-2.0.2...
Installing RDoc documentation for activeresource-2.0.2..

なお、RubyForgeとRailsのプロジェクトサーバーとの同期が取れていない場合、
FetchErrorとなります。その場合は以下のように、Gemの取得先を指定して実行してくだ
さい。

gem install rails --source http://gems.rubyonrails.org
Gemの取得先を--sourceパラメータで指定する

sqlite3-rubyの最新版をインストールする
Rails 2.0.2では、既定のRDBMSがMySQLからSQLite3に変更されました。この

ため、既定の状態で作業を行うには、RubyのSQLite3接続ライブラリのsqlite3-rubyをイン
ストールする必要があります。
これには、コンソールで「gem install sqlite3-ruby」と実行します。

3

C:¥InstantRails¥rails_apps¥testproj>gem install sqlite3-ruby
Successfully installed sqlite3-ruby-1.2.1-mswin32
1 gem installed
Installing ri documentation for sqlite3-ruby-1.2.1-mswin32...
Installing RDoc documentation for sqlite3-ruby-1.2.1-mswin32...

システムにインストールされたGemはRubyGemsによって管理されているため、削除す
る場合は、「gem uninstall」コマンドを利用します。
次の例では、システムからrails-1.2.3をアンインストールします。

古いバージョンのRailsの削除

C:¥InstantRails¥rails_apps¥memopad1002>gem uninstall rails

Select gem to uninstall:
1. rails-1.2.3
2. rails-2.0.1
3. rails-2.0.2
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4. All versions
> 1 1と［Enter］キーを入力
Successfully uninstalled rails-1.2.3

Rails 2.0.2では、既定のRDBMSがMySQLからSQLite3に変更されました。
既定のRDBMSの変更によって、プロジェクト作成時のconfig¥database.ymlはSQLite3
用になります。これをMySQL用に変えるには、プロジェクトの作成時に、-dオプションで
mysqlを指定します。具体的には「rails -d mysql プロジェクト名」とコンソールに入
力します。
なおInstant Rails 1.7にはSQLite3は同梱されていないので、Gemで導入したRails 2.0.2を
既定値で利用する場合は、別途入手してください（入手とインストールについては、この
ファイルの最後の「Instant Rails 2.0について」を参照してください）。Instant Rails 2.0には
SQLite3が同梱されています。

既定RDBMSの変更について

SQLite（http://www.
sqlite.org/）は、ライブ
ラリとしてプロセス内部
で実行されるRDBMS
で、パブリックドメイン
で す 。 本 書 で は 、
SQLite3については解
説の対象外とします。

ヒ ン ト

Rakeのdb:createタス
ク を 実 行 す る と 、
config¥database.yml
の設定を元にデータベー
スが作成されます。

ヒ ン ト

ここでは、以下の条件を満たしていることを前提に、最終形の10日2時限目のサンプル
を例にして説明します。

本書のサンプルをRails 2.0で実行する方法

・Instant Railsを利用して環境を構築（MySQLの日本語設定が完了）
・RubyGems 0.9.5をインストール済み
・Rails 2.0.2をインストール済み
・Rails 1.2.3をアンインストール済み
・Ruby-GetText 1.10をインストール済み

Railsのバージョンの変更
config¥environment.rbのRailsのバージョン番号を修正します。1

RAILS_GEM_VERSION = '2.0.2' unless defined? RAILS_GEM_VERSION
RAILS_GEM_VERSIONの値をインストールしたRailsのバージョンに変える

ファイルの更新
JavaScriptファイルなどを更新します。コンソールで次のように実行してくだ

さい。

2

C:¥InstantRails¥rails_apps¥memopad>rake rails:update
(in C:/InstantRails/rails_apps/memopad)

データベースの作成
サンプルのlib¥tasks¥setup_db.rakeは不要です（実行しても何も処理されませ

ん）。
代わりに、2.0で追加された、db:createタスクを利用してデータベースを作成します。コ
ンソールで次のように実行してください。

3

C:¥InstantRails¥rails_apps¥memopad1002>rake db:create
(in C:/InstantRails/rails_apps/memopad1002)
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付録2●Rails 2.0についての概要

完了したら、同様に、「rake RAILS_ENV=test db:create」とコマンドを実行して、
テストモード用のデータベースも作成しておきましょう。

*******************************************************************
* config.breakpoint_server has been deprecated and has no effect. *

*******************************************************************
↑この警告の削除方法は次項参照

deprecatedな呼び出しの削除
手順③の実行例で出力されているconfig.breakpoint_serverの設定を削除します。

config¥environments¥development.rbの以下の行を削除します。

4

# Enable the breakpoint server that script/breakpointer connects to
config.breakpoint_server = true

削除

ゴミの削除
もし、同一フォルダですでに「ruby script¥server」を実行していると、

tmpフォルダの下の互換性のない形式のファイルによってエラーになることがあります。
tmpフォルダの下のすべてのファイルとフォルダを削除してください。

5

秘密のセッションキーの追加
Rails 2.0で、セッションに対する攻撃への防御機能が追加されています。このた

め、セッション制御用の秘密キーの設定が必要となります。

6

/!¥ FAILSAFE /!¥  Tue Dec 18 22:23:32 +0900 2007 設定しないと以下のエラーとなる
Status: 500 Internal Server Error
A secret is required to generate an integrity hash for cookie session

data. Use config.action_controller.session = { :session_key => "_myapp_s
ession", :secret => "some secret phrase of at least 30 characters" } in
config/environment.rb

C:/InstantRails/ruby/lib/ruby/gems/1.8/gems/actionpack-2.0.2/lib/act
ion_controller/session/cookie_store.rb:91:in `ensure_secret_secure'

:省略

config¥environment.rbに以下のように秘密キーを設定してください。

# See Rails::Configuration for more options 追加の目印となるコメント

config.action_controller.session = {
:session_key => '_memopad_session',
:secret      => 'a325a:eb^^jsiebglc-defde38g08s1x'

30文字以上の秘密キー（でたらめな値を設定する）
}

end

追加
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次に、app¥controllers¥application.rbを修正します。

# Pick a unique cookie name to distinguish our session data from others'
session :session_key => '_memopad_session_id' 削除
protect_from_forgery 追加

Paginator代替プラグインの導入
Paginatorクラスの代替として、classic_paginationとwill_paginateというプラグ

インが有志によって提供されています。
ここでは、PaginatorとAPIに互換性があるclassic_paginationを導入します。ただし、

classic_paginationは単にRails 1.2.3以降からPaginatorを抜き出してプラグイン化したもの
で、メンテナンスはされていません。したがって、ご自身のプロジェクトに利用するので
あれば、will_paginateの導入を検討してください。

7

C:¥InstantRails¥rails_apps¥memopad>ruby script\plugin install 
svn://errtheblog.com/svn/plugins/classic_pagination

なお、errtheblog.comのホストの調子が悪いのか、「ruby script¥plugin」による取
得は頻繁に失敗します。その場合は調子が戻るまで待つか、またはSubversion（Tortoise
SVNでもOKです）を利用して直接vendor¥pluginsフォルダの下にプラグインをexportし
てください。
Subversionの使い方がわからない場合は、プラグインの利用はあきらめるべきでしょう。
app¥controllers¥memos_controller.rbのlistメソッドからpaginateメソッドを呼び出してい
る個所を削除して、独自にページ処理（現在のロウの開始位置をセッションに保持し、次
ページ、前ページ要求によって、読み込むロウを変えます）を実装してください。

コードの修正
Rails 2.0では、関連するテーブルの作成時に親となる（has_manyメソッドを呼

び出します）クラスのオブジェクトを先にデータベース上に作る必要があります。
このため、新規のメモ作成時に添付ファイルを指定すると以下のエラーとなります。

8

ActiveRecord::RecordNotSaved (You cannot call create unless the parent
is saved):

C:/InstantRails/ruby/lib/ruby/gems/1.8/gems/activerecord-2.0.2/lib
/active_record/associations/association_collection.rb:234:in `ensure_o
wner_is_not_new'

:省略

これを避けるため、最初に M e m o オ ブジェクトを作成するように、
app¥controllers¥memos_controller.rbを以下のように修正します。

:省略
def create
@memo = Memo.new (params [:memo] )

@memo.user = current_user
if @memo.save
if file_attached?
attach_file ここへ移動

end
:省略

end
end
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付録2●Rails 2.0についての概要

コードの修正（続き）
手順⑥で導入したprotect_from_forgeryメソッドによって、アプリケーション

実行中の正当なクライアントからの処理要求か、それとも攻撃によって予期せぬ要求を出
させられたクライアント（被害者）なのかを、セッション固有パラメータをチェックして
判別する処理が追加されます。
このため、このパラメータについて考慮していないAjaxの呼び出しがすべて不当な要
求として、以下のエラーとなります。

9 HTMLフォームを利用し
ている個所では、link_to
メソッドやform_tagメ
ソッドを利用しているた
め、Railsによって自動
的にセッション固有パラ
メータが挿入されます。
このため、修正は必要あ
りません。

ヒ ン ト

ActionController::InvalidAuthenticityToken (ActionControlle
r::InvalidAuthenticityToken):

これを避けるため、以下のいずれかの修正を行います。

・POSTメソッドの代わりにGETメソッドを利用する
単なる情報表示のためのAjaxリクエストはこの方法で修正します。

・authenticity_tokenパラメータを設定する
POSTメソッドを利用する場合、パラメータを設定して正当な要求かどうかを検証できる
ようにします。この修正が、正しいあり方です。

・protect_from_forgeryメソッドの:exceptパラメータで検証しないアクションを指定する
パラメータの追加が不可能な場合や検証が不要なアクションについては、この方法を利用
できます。

最初に、public¥javascript¥application.jsの添付ファイル取得処理を修正します。この修
正はGETメソッドを利用する方法で対応します。

if ($ ('attachment' + id) .innerHTML == '') {

new Ajax.Updater('attachment' + id, '/memos/show_attachments/' 
+ id, {'method': 'get'}); {'method': 'get'}を追加

}

次に、app¥views¥memos¥_item.rhtmlのインライン編集のパラメータを修正して、フ
ォームデータ作成時にauthenticity_tokenパラメータを追加するようにします。

unless item.location.index ('GPS:') == 0
page << "new Ajax.InPlaceEditor('location#{item.id}', 
'#{url_for :action => 'update_location', :id => item}', 
{callback: function(f, v) { return Form.serialize(f) + 
'&authenticity_token=#{form_authenticity_token}';}});"

end
page << "new Ajax.InPlaceEditor('text#{item.id}', 
'#{url_for :action => 'update_text', :id => item}', 
{rows:3, callback: function(f, v) { return 
Form.serialize(f) + '&authenticity_token=
#{form_authenticity_token}';}});"

修正

修正

テストの修正
ここでは示しませんが、ユニットテスト以外のテストのほとんどが失敗

（Failure）します。ここまでの修正の結果、アプリケーションの動作が変わることによる失
敗もありますが、必ずしもそれがすべてではありません。
Rails 2.0の動作を確認するためにも、ご自身の手でテストプログラムを修正して、表明
の確認に成功するようにしてください。

10
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Instant Rails 2.0について
本書のCD-ROMには、Instant Rails 2.0も収録してあります。
Rails 2.0を利用したプロジェクトを一から作るのであれば、Instant Rails 1.7の環境に
RubyGemsでRails 2.0環境を構築するよりも、こちらを利用するほうがよいでしょう。
Instant Rails 2.0にはSQLiteが同梱されているので、すぐに利用できるからです。

Rails 2.0.2以降の既定RDBMSはMySQLからSQLite3に変更されています。
SQLite3は、インプロセスRDBMS（DLLとしてプロセスに組み込まれるRDBMS）なの
で、MySQLと異なりサーバーの起動が不要です。SQL i t e 3 を利用する場合、
InstantRails.exeの実行時に、Apacheと同様、MySQLのサーバープロセスを停止しておい
てもかまいません。
もし、別途SQLite3をインストールするのであれば、http://www.sqlite.org/のダウンロ
ードページから、Windows用DLL版（sqlitedll-バージョン番号.zip）を入手し、展開後の内
容物をC:¥InstantRails¥Ruby¥binフォルダへコピーしてください。
次に、RubyGemsを利用してsqlite3用アダプタ（sqlite3-ruby）をインストールします。

SQLite3の特性とインストールについて

C:¥InstantRails¥rails_apps>gem install sqlite3-ruby
Successfully installed sqlite3-ruby-1.2.1-mswin32 mswin32用gemが自動的に選択される
1 gem installed
Installing ri documentation for sqlite3-ruby-1.2.1-mswin32...
Installing RDoc documentation for sqlite3-ruby-1.2.1-mswin32...

この場合、スキャフォールドの利用方法について注意があります。
Rails 2.0.2から、スキャフォールドは既存モデルのカラム情報を参照するビューを生成し
ません。このため、本書で説明した手順で、

スキャフォールドの利用方法

①モデル作成
②スキャフォールドで①のモデルを指定して実行

と行っても、空のビューが生成されるだけとなります。
スキャフォールドでカラムに対応する表示項目や入力項目をビューに生成させたい場合
には、以下に示すように、スキャフォールド実行時にモデルを生成させてください。

ruby script¥generate scaffold モデル名 カラム情報 [カラム情報 ……]

カラム情報は、カラム名と型名を「:」でつなげて入力します。ここで指定したカラムが
ビューの表示／入力対象となります。

●Memopadを2.0.2で最初から生成する場合の実行例

C:¥InstantRails¥rails_apps¥memo2.0>ruby script¥generate scaffold
Memo location:string text:string created_at:timestamp

exists  app/models/
exists  app/controllers/
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exists  app/helpers/
create  app/views/memos
exists  app/views/layouts/
exists  test/functional/
exists  test/unit/
create  app/views/memos/index.html.erb ビューの拡張子の変更
create  app/views/memos/show.html.erb
create  app/views/memos/new.html.erb
create  app/views/memos/edit.html.erb
create  app/views/layouts/memos.html.erb
create  public/stylesheets/scaffold.css

dependency  model
exists    app/models/
exists    test/unit/
exists    test/fixtures/
create    app/models/memo.rb
create    test/unit/memo_test.rb
create    test/fixtures/memos.yml
create    db/migrate
create    db/migrate/001_create_memos.rb
create  app/controllers/memos_controller.rb
create  test/functional/memos_controller_test.rb
create  app/helpers/memos_helper.rb
route  map.resources :memos

これにより、db¥migrateフォルダに001_create_memos.rbとして、モデルに対応するテ
ーブル生成用マイグレーションファイルのスケルトンが生成されます。必要に応じて、カ
ラムや制約条件などを追加してください。

class CreateMemos < ActiveRecord::Migration
def self.up
create_table :memos do |t|
t.string :location 型名メソッドの第1引数はカラム名
t.string :text
t.timestamp :created_at
t.timestamps timestampsメソッドはcreated_atおよびupdated_atカラムを生成

end
end

def self.down
drop_table :memos

end
end

Rails 2.0の特徴に、マルチビューがあります。
これは、クライアントのリクエストに応じて出力方法を変えるもので、スキャフォール
ドは、HTMLとXMLの2種類のビューを生成するコードを作成します。
スキャフォールドが生成したコントローラ（app¥controllers¥memos_controller.rb）を
参照すると、URIの最後によってrespond_toのレンダ方法が異なるように作成されている
ことがわかります。また、renderメソッドの第1引数として:xmlというシンボルが追加さ
れていることにも気づかれるでしょう。

スキャフォールドが生成するコントローラのマルチビュー
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:省略
class MemosController < ApplicationController
# GET /memos
# GET /memos.xml
def index
@memos = Memo.find(:all)

respond_to do |format|
format.html # index.html.erb http://127.0.0.1:3000/memos でアクセス
format.xml  { render :xml => @memos } http://127.0.0.1:3000/memos.xml でアクセス

end
end

:省略

マルチビューにより、同一コントローラのロジックで、HTMLの生成と同じように簡単
にREST（XMLを利用したWebサービス）用のレスポンスが生成できる点が、Rails 2.0の
特徴です。

Ruby-GetTextをRails 2.0と組み合わせるには、バージョン1.90.0以降を利用してくださ
い。
本書の説明に利用している1.10.0はビューの拡張子変更に対応していないため、ビュー
からのpoファイル生成時にパッチが必要となります。
なお、Ruby-GetText 1.90.0からは、プラットフォームの区別がなくなったため、

RubyGemsで選択する場合、「mswin32」を選択する必要はありません（提供されません）。

Ruby-GetTextとRails 2.0

Rails 2.0ではここで示したように、

などが行われています。
また、複数のテンプレートエンジンの強力なサポート（既定で作成されるビューのファイル名が変

わります）や、よりRESTを意識したアクション名の採用など種々の拡張も行われています。
本書の学習によってRailsの流儀を身につけたら、2.0の利用にもチャレンジしてください。冒頭

でも触れましたが、現時点で2.0系が安定しているとは言えません（動作だけの問題ではないことに
注意してください。APIが頻繁に変わることも不安定のうちです）。しかし、いずれ2.0が主流になる
ときが来ます。そのときのためにも、2.0もインストールして、実際にWebアプリケーションを開発
してみましょう。

まとめ

・セキュリティ機構の強化
・ActiveRecordの強化
・Rakeタスクの強化


